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発刊にあたり
　巨大な人口を抱えるアジア地域は、ＢＲＩＣｓの一角として注目される中国、インドに加え、ＡＳＥＡＮ各国など多
くの国々で経済成長とともに、自動車の普及が急速に進んでおり、今や同地域には日本を含め約２,０００万台規模の
自動車市場が形成されている。こうしたなか、日系自動車メーカーは生産増強を目的とした設備投資を活発化するなど
事業強化を図っており、同地域は北米と並ぶ有力な生産拠点となっている。この一方で、各国間における自由貿易協定
(FTA)に加え、域外との貿易自由化などを背景に、日系メーカーのなかには、輸出を強化し、同地域を世界への自動車
供給基地として活用するところもみられ、アジア各国の自動車産業は日系メーカーのグローバル戦略における一翼を担
うまでに成長している。
　本調査資料は、「アジア自動車産業と日本メーカーの事業戦略２００３年版」の約4年振りの改訂版として、アジア
各国の自動車産業の現況を、最新の統計資料とメーカー各社の動向を交えて解説します。また、日本の完成車メーカー
及び部品メーカーにおけるアジア現地生産拠点の概要を明らかにし、同地域での事業展開をまとめるとともに、自動車
メーカーについては各拠点における生産状況、部品調達状況に加え、主要国での販売状況などを詳報するほか、メー
カー各社の将来計画に基づき、生産台数を予測するなど、  アジア地域での事業の今後を展望、報告します。是非、貴社
の海外戦略資料としてご利用いただけますようお願い申し上げます。

《 内 容 見 本 》
「アジア自動車産業と日本メーカーの事業戦略2008年版」より

　　21世紀の担い手として急拡大するアジア自動車産業！
　　  国別に統計、自動車メーカー、部品メーカーの動向・計画を一挙掲載！

会 社 名
( 現 地 拠 点 名 ) 生 産 品 目 工 場 所 在 地 操 業 時 期

( 設 立 年 )
売 上 高 ・
生 産 規 模

エンジン本体部品

Bangkok

Minburi

アイシン高丘(株)
(The Siam Nawaloha
       Foundry Co.,Ltd.)

クランクケース、エンジン
ブラケットなど Saraburi 1994年3月

資本参加 2006年実績=24億1,100万B

(The Siam AT
      Industry Co.,Ltd.)

フライホイールサブA'ssyな
ど Saraburi 1997年4月

資本参加 2006年実績=16億7,300万B

(Thai Engineering
      Products Co.,Ltd.)

シリンダーヘッド、同カ
バー、バランサーシャフト
など

Pathum 1999年7月
(1985年5月) 2006年実績=69億2,200万B

愛知製鋼(株)
(Aichi International
    (Thailand) Co., Ltd.)

クランクシャフト、コン
ロッドなど Chonburi 2004年4月

(2002年2月) 2006年実績=22億B

旭テック(株)
(Asahi Tec Metals
     (Thailand) Co.,Ltd.)

フライホイールなど Chonburi 1995年5月
(1993年9月) －

石川ガスケット(株)
(Cherry Serina Co.,Ltd.)

シリンダーヘッドガスケッ
トなど Chonburi 1975年7月

(1973年5月) －

ＮＯＫ(株)
(Thai N.O.K. Co.,Ltd.)

トーショナルダンパー、セ
ンターベアリングサポート
など

Chonburi 1989年10月
(1988年10月) 2006年実績=52億B

(株)遠藤製作所
(Endo Forging
    (Thailand) Co.,Ltd.)

エンジンギア、バランサー
シャフト、シフトフォー
ク、コンロッドなど

Chachoengsao 1996年11月
(1996年4月) －

(株)北川鉄工所
(Kitagawa
    (Thailand) Co.,Ltd.)

シリンダーヘッド、ベアリ
ングビームキャップなど Chonburi 2003年2月

株式取得 年間3万トン(生産能力)

サンコール(株)
(SUNCALL High-Precision
          (Thailand) Ltd.)

リングギアなど Chonburi 2001年6月
(2000年11月)

2006年実績=12億2,000万円
2007年見込み=17億円

三和パッキング工業(株)
(Siam Sanwa
        Industry Co.,Ltd.)

シリンダーヘッドガスケッ
トなど各種ガスケット Samutprakarn 1991年9月

(1990年11月) －

(株)ジェイテクト
(Toyoda Machine Works
      (Thailand) Co.,Ltd.)

ダンパープーリーなど Rayong 1997年5月
(1996年10月) 2006年実績=55億9,000万B

(株)シンニッタン
(Siam Metal
      Technology Co.,Ltd.)

コンロッド、ギア Rayong 1998年1月
(1996年6月) －

自動車部品工業(株) リングギア フライホイー

第Ⅰ－６表　日系部品メーカーのタイ生産状況、計画(1)

アート金属工業(株)
(Art Serina
        Piston Co.,Ltd.)

ピストン、ピストンピン 1975年7月
(1974年2月) 2006年実績=年間1,200万個

［現地法人名］ 天津一汽豊田汽車有限公司 (Tianjin Faw Toyota Motor Co.,Ltd.<TFTM>)
［本　　　社］

董事長　竺延風
総経理　竹本　省三

［資　本　金］ 4億803万US$ ［操 業 時 期］ 2002年10月 (2000年 6月設立)
［出 資 比 率］ トヨタ自動車40%、天津一汽夏利汽車30%、第一汽車集団公司20%、豊田汽車(中国)投資10%

(組立車種)
　ヴィオス<威馳>(3SZ型1,500cc／2SZ型1,300ccガソリンエンジン)
　旧型カローラ<花冠>(1ZZ－FE型1,800ccガソリンエンジン)
　新型カローラ<!羅拉>(2ZR－FE型1,800cc／1ZR-FE型1,600ccガソリンエンジン)
　クラウン<皇冠>(3GR－FE型V6・3,000ccガソリンエンジン)
　マークＸ<鋭志>(5GR型V6・2,500ccガソリンエンジン)
　紅旗HQ3<クラウンマジェスタ、3UZ－FE型V8・4,300cc／3GR－FE型V6・3,000ccガソリン>
　※最終A'ssyは第一汽車の長春工場が担当。
(部品・その他) 
　大物ボディ部品

　本社工場＝本社に同じ
　第二・第三工場＝天津市経済技術開発区
 工場名（敷地／建屋┃） 従業員（名） 生産工程／主要設備 生産品目(生産開始時期)

本社工場

第二工場

第三工場

生

産

(1,550,000／150,000　)
プレス、溶接、塗装、
組立

2200

ヴィオス、旧型カローラ(2004年2月)、大物ボ
ディ部品(53,000／30,000)
クラウン(2005年3月)、マークＸ(2005年10
月)、紅旗HQ3(2006年11月)

3,200

4,500

プレス、溶接、塗装、
組立

第Ⅰ－２表　天津一汽豊田汽車有限公司の概要

天津市西青区楊柳青鎮柳麗路2号

［従 業 員 数］［代　表　者］ 約9,900名

現

地

法

人

・

概

要

［生 産 品 目］

第Ⅱ－３表　日系部品メーカーの納入状況、計画＜インド＞(2)
日 系 部 品 メ ー カ ー 名
( 現 地 拠 点 名 ) 納 入 状 況

ジェイテクト(株)
(Ｓｏｎａ　Ｃｏｌｄ
             Ｆｏｒｇｉｎｇｓ　Ｌｔｄ．)

Denso India､Sona Koyo Steering Systems経由でTKM､Maruti Suzuki､その他現地自動
車ﾒｰｶｰ-ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ部品､ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ用ﾌﾟﾗｸﾞ､ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ､ﾍﾞﾍﾞﾙｷﾞｱなどﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ/ｽﾃｱ
ﾘﾝｸﾞ/ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ用冷間鍛造品

(Ｓｏｎａ　Ｋｏｙｏ
 Ｓｔｅｅｒｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｌｔｄ.)

TKM､HML､Eicher Motors､Maruti Suzuki-ﾘﾔｱｸｽﾙ､ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ､ﾃﾞﾌｧﾚﾝｼｬﾙA'ssy､ﾏﾆｭｱ
ﾙｽﾃｱﾘﾝｸﾞ､油圧ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ､ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｺﾗﾑ､ﾗｯｸ&ﾋﾟﾆｵﾝ

(株)ショーワ
(Ｍｕｎｊａｌ　Ｓｈｏｗａ　Ｌｔｄ．)

HSCI-(ｱｺｰﾄﾞ､ｼﾃｨ､ｼﾋﾞｯｸ)にｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ､Maruti Suzuki-(ﾏﾙﾁ800､ｱﾙﾄ､ﾜｺﾞﾝR､ｴｽﾃｨｰ
ﾑ､ｽｲﾌﾄ､SX4ｾﾀﾞﾝ)にｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ､ﾌﾛﾝﾄ/ﾘﾔｽﾄﾗｯﾄ･ｶﾞｽｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

(Ｓｈｏｗａ　Ｉｎｄｉａ　Ｐｖｔ．Ｌｔｄ.) HSCI－(ｱｺｰﾄﾞ､ｼﾃｨ､ｼﾋﾞｯｸ)に電動ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

スタンレー電気(株)
(Ｌｕｍａｘ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｌｔｄ．)

Maruti Suzuki-(ｾﾞﾝ､ｵﾑﾆ､ｱﾙﾄ)にﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ､ﾘﾔﾗﾝﾌﾟ､(ﾏﾙﾁ800､ｼﾞﾌﾟｼｰ)にﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ､ﾘﾔﾗﾝ
ﾌﾟ､ﾌﾗｯｼｬｰﾗﾝﾌﾟ､(ｴｽﾃｨｰﾑ)にﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ､ﾘﾔﾗﾝﾌﾟ､ﾘﾔﾊﾟﾈﾙｶﾞｰﾆｯｼｭ､車幅灯､(ｽｲﾌﾄ)にﾍｯﾄﾞ
ﾗﾝﾌﾟ､ﾘﾔﾗﾝﾌﾟ､ﾙｰﾑﾗﾝﾌﾟ､ｲﾝﾃﾘｱﾗﾝﾌﾟ､(ﾜｺﾞﾝR)にﾘﾔﾗﾝﾌﾟ､車幅灯､(ﾊﾞｰｻ)にﾘﾔﾗﾝﾌﾟ､Tata
Motors-(ｲﾝﾃﾞｨｶ､ｲﾝﾃﾞｨｺﾞ､ｻﾌｧﾘ)にﾍｯﾄ

住友電装(株)
(Ｍｏｔｈｅｒｓｏｎ
       Ｓｕｍｉ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｌｔｄ．)

Maruti Suzuki､HSCI､TKM､Daimler Chrysler India､GM India､Hyundai Motor India-自
動車用ﾜｲﾔｰﾊｰﾈｽ(ｹｰﾌﾞﾙ&ﾊｰﾈｽA'ssy､ﾘｰﾄﾞﾜｲﾔｰ､ﾊﾞｯﾃﾘｰｹｰﾌﾞﾙ､ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙﾊｰﾈｽ､ﾊｲﾃﾝｼｮ
ﾝｺｰﾄﾞ､ﾀｰﾐﾅﾙ､ｺﾈｸﾀｰ､ｷｬｯﾌﾟ&ｽﾘｰﾌﾞ､ﾋｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ)

(Sumi Motherson
       Innovative Engineering,Ltd.)

Motherson Sumi Systems経由でMaruti Suzuki､HSCI､TKM他-自動車用ﾜｲﾔｰﾊｰﾈｽ構成
部品(MSSLでA'ssy)､Maruti Suzuki､HSCI､TKM､Daimler Chrysler India､GM India､
Hyundai Motor India､Cummins他-各種樹脂成形品

(株)ソミックエンジニアリング
(Ｓｏｎａ　Ｓｏｍｉｃ
     Ｌｅｍｆｏｒｄｅｒ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．)

TKM-(ｲﾉｰﾊﾞ､ｶﾛｰﾗ)にｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ､ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ､ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰﾘﾝｸｼﾞｮｲ
ﾝﾄ､Maruti Suzuki-(ﾏﾙﾁ800､ｱﾙﾄ､ﾜｺﾞﾝR､ｴｽﾃｨｰﾑ)にｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ､ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝﾎﾞｰﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄ､GM India-(ﾀｳﾞｪﾗ/ﾀｳﾞｪﾗﾈｵ)にｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ､ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ､(そ
の他ｼﾎﾞﾚｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ車)にｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲ
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◆第Ⅰ部　アジア自動車の実態と日系自動車メーカーの現況
　第Ⅰ部では、中国、韓国、アセアン諸国などアジア各国における自動車産業の現況を生産、販売、輸出入の統計資料を用いて詳報するとと
もに、各国における日系自動車メーカーの完成車拠点での生産状況も明らかにしています。
◆第Ⅱ部　日系自動車メーカー別アジア事業戦略
　第Ⅱ部では、アジア各国に進出している日系自動車メーカーの現地生産状況、販売状況、輸出状況、部品調達状況に加え、各社の進出先に
おける今後の事業計画を明らかにします。
◆第Ⅲ部　日系自動車メーカー別アジア事業計画と生産予測
　第Ⅲ部では、日系自動車メーカーの各車両組立拠点における将来計画などのアジア事業計画を踏まえ、メーカー各社のアジア生産台数を予
測にするとともに、日系自動車メーカー全社のアジア生産を展望します。
◆第Ⅳ部　日系部品メーカーのアジア事業展開と今後の動向　第Ⅴ部　日系部品メーカーの実態　
　第Ⅳ部では、アジア各国に進出している日系部品メーカーの現地生産状況を国別、部品別に分けてみていくほか、今後の新規拠点設置及び
生産計画を表にてまとめています。また、現地メーカーへの部品納入状況のほか、輸出状況、現地部品メーカーとの資本・業務提携について
も明らかにします。第Ⅴ部ではアジア各国に進出している日系部品メーカーの概要、生産品目、納入状況、工場動向を調査・掲載します。

［ 目 　 次 ］
第Ⅱ部　日系自動車メーカー別アジア事業戦略
　第Ⅰ章　トヨタ自動車のアジア戦略
　　Ⅰ－１　生産状況
　　Ⅰ－２　販売状況
　　Ⅰ－３　輸出状況
　　Ⅰ－４　部品調達状況
　　Ⅰ－５　研究開発体制
　　Ⅰ－６　今後の計画
　第Ⅱ章　日産自動車のアジア戦略
　　Ⅱ－１　生産状況
　　Ⅱ－２　販売状況
　　Ⅱ－３　輸出状況
　　Ⅱ－４　部品調達状況
　　Ⅱ－５　研究開発体制
　　Ⅱ－６　今後の計画
　　　　　　　　　　　（以下、各項同じ）
　第Ⅲ章　ホンダのアジア戦略
　第Ⅳ章　三菱自動車のアジア戦略
　第Ⅴ章　マツダのアジア戦略
　第Ⅵ章　スズキのアジア戦略
　第Ⅶ章　ダイハツのアジア戦略
　第Ⅷ章　いすゞ自動車のアジア戦略
　第Ⅸ章　日野自動車のアジア戦略
　第Ⅹ章　日産ディーゼルのアジア戦略
　第ⅩⅠ章　三菱ふそうトラック・バスのアジア戦略

第Ⅲ部　日系自動車メーカー別アジア事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　と生産予測
　第Ⅰ章　日系自動車メーカーのアジア生産予測
　第Ⅱ章　メーカー別アジア生産計画
　　Ⅱ－１　トヨタ自動車

　　Ⅱ－２　日産自動車
　　Ⅱ－３　ホンダ
　　Ⅱ－４　三菱自動車
　　Ⅱ－５　マツダ
　　Ⅱ－６　スズキ
　　Ⅱ－７　ダイハツ
　　Ⅱ－８　いすゞ自動車
　　Ⅱ－９　日野自動車
　　Ⅱ－１０　日産ディーゼル
　　Ⅱ－１１　三菱ふそうトラック・バス

第Ⅳ部　日系部品メーカーのアジア事業展開
　　　　　　　　　　　　　　　と今後の動向
　第Ⅰ章　国別・部品別生産状況、計画
　　Ⅰ－１　中国
　　Ⅰ－２　韓国
　　Ⅰ－３　インド
　　Ⅰ－４　タイ
　　Ⅰ－５　台湾
　　Ⅰ－６　インドネシア
　　Ⅰ－７　マレーシア
　　Ⅰ－８　フィリピン
　　Ⅰ－９　ベトナム
　　Ⅰ－１０　その他
　第Ⅱ章　納入状況
　第Ⅲ章　輸出状況
　第Ⅳ章　資本・業務提携状況

第Ⅴ部　日系部品メーカーの実態

第Ⅰ部　アジア自動車産業の実態と
　　　　　　　　　　日系自動車メーカーの現況
　第Ⅰ章　中国の自動車産業と　　　　　　　　
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　　Ⅰ－１　自動車生産、販売、輸出入動向
　　Ⅰ－２　日系自動車メーカーの現地生産状況
　第Ⅱ章　韓国の自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　　Ⅱ－１　自動車生産、販売、輸出入動向
　　Ⅱ－２　日系自動車メーカーの現地生産状況
　第Ⅲ章　インドの自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　　Ⅲ－１　自動車生産、販売、輸出入動向
　　Ⅲ－２　日系自動車メーカーの現地生産状況
　第Ⅳ章　タイの自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　　Ⅳ－１　自動車生産、販売、輸出入動向
　　Ⅳ－２　日系自動車メーカーの現地生産状況
　　　　　　　　　　（以下、各項同じ）
　第Ⅴ章　台湾の自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　第Ⅵ章　インドネシアの自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　第Ⅶ章　マレーシアの自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　第Ⅷ章　フィリピンの自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　第Ⅸ章　その他アジア各国の自動車産業と
　　　　　　　　日系自動車メーカーの事業展開
　　Ⅸ－１　ベトナム　
　　Ⅸ－２　パキスタン

定 価 ：７１，４００ 円


